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指導の手引  

図画工作科・美術科の授業づくりで大切にしたいこと 
川口市教育局学校教育部指導課 指導主事 笠原 たまき

はじめに 

教科の目標を端的に表すと、子どもたちが自分のイメ

ージをもち、新しい意味や価値をつくりだすことができ

るかということである。子どもの感性に働きかける新し

いイメージや価値との出会いが鍵となる。各校では、ICT

端末を効果的に活用した授業展開が見られる。実践例を

紹介しながら、以下、授業のポイントを示す。 

１ 教材研究について 

（１）目標に沿って、題材の良さを理解する。 

材料や道具、時間や段取りを確認することは安全面上

も大事である。しかし、子どもの資質や能力を高める目

標達成には、その題材で考えさせたい事項を明確にし、

発問や切り返し、子どもの反応を想定しておくことが優

先である。子どもの気付きや意欲的な発言による授業の

展開例として、小学校1年生の導入の様子を紹介する。 

（２） 授業中の評価規準をもつ。 

ねらいに合った作品や活動のイメージをもつことで、

机間指導の際、対話により「～に気付けたね。」と具体

的な評価ができ、子どもに自信をもたせることができる。

（１）の例では、友達と違う折り方や、頑丈な折り方、

切込みの入れ方を工夫している等が考えられる。また、

子どもは、紙が倒れたらその原因を探し、どうしたら立

つか調整していくことで【思考力・判断力・表現力】と

ともに【知識・技能】を働かせる。初見は失敗している

姿に見えても、時には、一歩引いて経過を観察した方が、

試行錯誤を見取れることもある。 

 

２ 自分の見方や感じ方を深める指導 

見方・感じ方は、①他者と意見を交流させる中で気付

く、②美術作品を意識して味わうことで、子ども自身の

生活の中では出会わない表現や価値を得ることができる。           

【共通事項】の造形的な視点を話し合いの軸にすること、 

多様な価値観を受容する雰囲気づくりが重要である。 

 

３ ICT端末の活用例 

（１）画像の大きさを拡大縮小してイメージを変える。 

小学校３年生の題材『小さな自分のお気に入り』では、 

約５㎝ の人型を被写体にし、 

様々な場所を旅する。「小さな 

自分」をカメラに写すことで、 

日常に見えていたものや世界の 

イメージをより大きく変える 

画像ならではの面白さがある。 

（２）短時間でイメージを形や色で表現する。 

  ３Dペイントは、幅広い学年で活用が可能である。 

① 言葉や感情を、様々なパターンの色や線に表す。 

② デザイン構成で、コラージュをしたり、画像を加工 

したりして、アイディアを練る。 

③ 透視図を描くために、３Dの基本形の画像を360度

回し見て、各面の形を理解する。 

おわりに 

授業改善の成果は、子どもから多種多様な作品がうまれ

ることである。子どもの発想が広がる授業が展開される

ことを願い、校内掲示物の前で、自然と鑑賞会がはじまる

姿が見られることを期待している。楽しみながら、新しい

題材の探究を積極的に行ってほしい。 
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１ はじめに 

GIGA スクール構想により1人

1台端末が整備され、各教科にお

いて ICT の活用が進められてい

る。特別活動においても例外で

はなく、より良い合意形成を図

る上で ICT の活用は効果的である。そこで、今回は

学級活動の内容（１）「学級や学校における生活づく

りへの参画」に焦点を当て、私自身の実践を踏まえた

ICT の活用の工夫について紹介する。 

 

２ 学級会の事前指導 

 学級会の事前指導をする際に、生徒一人一人にテ

ーマについてのアンケートを取り、その集計結果を

活用して課題を提示することがある。従来のやり方

は、紙の学級会ノートに生徒が考えを記入し、学級活

動委員（計画委員）が集計をしていた。GIGA スクー

ル端末の Forms を活用することにより、アンケート

の集計とアンケート結果のグラフ化を自動で行うこ

とが可能となり、情報を生徒に分かりやすく可視化

することができた（図１）。全生徒の意見を容易に共

有することができることから、事前指導の効率化や

持続的な活用につながると考える。 

図 1：事前アンケートの結果 

 

 

 

 

 

 

３ 全生徒が参加できる話し合いの工夫 

 

 

 

 

 

 

 自分の考えをもつことはできていても、全体の場

で発表することが苦手な生徒も多い。数名の生徒の

発表により合意形成が進んでいく授業から脱却する

ために、ICT を活用し、以下の方法で一人一人の考え

の共有を図った。①「Microsoft Teams」上にある

Excel の共同編集機能を使う。②一つのシートに一人

一人の入力欄を設け、意見を記入させる。③司会の生

徒は全員分の意見が集約されたシートを手元の GIGA

スクール端末に表示しながら、話合いを計画的に進

行する。また、生徒は話合いの途中でも自分の意見を

変更することができるため、すべての生徒が参加可

能な話合いとなった。 図２：Excel の共同編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 決定事項の実践までの準備 

 決定事項を実践する

までの進捗状況の確認

にもExcelを使用するこ

とで、いつでも生徒自身

が進捗状況を確認する

ことができる。それにより、休み時間や放課後の時間

を活用しながら効率的に準備を進めることができた。 

 

５ おわりに 

 ICT の活用により、全員の意見を容易に共有化でき

る一方で、従来の学級活動の良さが損なわれないよ

うにすることも大切である。学級活動と ICT のバラ

ンスの良い運用が、協働的な学びの新しい形につな

がると考える。今後もＩＣＴを積極的に活用するこ

とで、どのような効果が生まれるのかを検証し、実践

を積み重ねていく。 

 

＜私の教育実践＞ 

「学級活動におけるＩＣＴを活用した教育実践」 
川口市立安行中学校  教諭 関 卓朗 

一つの意見に

賛成意見が集

まり、少数派

が納得したと

ころで内容を

決定する。 

とても 
できた 

できた 

あまり 
できなかった 
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川口市マスコット「きゅぽらん」 

教育ルポ ★川口市内の子供たちが一生懸命取り組んだ作品展が
開催されました。多くの方にご来場いただきまして、 
誠にありがとうございました。 

第５５回 川口市特別支援学級合同作品展 
（令和４年１２月７日（水） ～１１日（日） 於：川口市立アートギャラリーアトリア） 

第１６回 川口こども造形展 
（令和４年１２月１０日（土）・１１日（日） 於：リリア） 
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No 種 目 ブロック 順位 氏 名 記録 ブロック 順位 氏 名 記録

１位 佐 藤 生 也 原 町 96 １位 橋 本 悠 藏 芝 127

２位 黒 沼 遥 輝 戸塚綾瀬 94 ２位 市 川 多 乃 芝 98

３位 長 迪 花 戸塚綾瀬 90 ３位 佐 々 木 涼 香 桜 町 94

１位 横 井 悠 人 原 町 281 １位 濱 島 唯 戸塚北 582

２位 長 迪 花 戸塚綾瀬 235 ２位 工 藤 秀 鷹 青木北 345

３位 小 田 原 愛 奈 辻 213 ３位 橋 本 悠 藏 芝 323

１位 濱 原 彩 花 辻 138 １位 白 根 碧 乃 並 木 222

２位 宇 曽 絢 音 辻 107 白 石 結 菜 鳩ヶ谷 213

３位 野 村 日 々 翔 原 町 81 澤 畑 聡 亮 東領家 84

１位 小 林 颯 太 戸塚綾瀬 400 １位 前川東 272

２位 橋 本 飛 羽 戸塚綾瀬 233 ２位 木 ノ 内 心 美 前川東 206

３位 小 縄 朋 己 戸塚綾瀬 156 ３位 谷 内 温 樹 並 木 169

１位 柏 野 真 優 戸塚綾瀬 70 １位 小 畠 優 梨 戸 塚 93

２位 伊 藤 尚 翔 戸塚綾瀬 47 ２位 石 井 一 葉 前川東 88

３位 星 野 穣 志 原 町 45 ３位 小 形 唯 夏 前川東 78

１位 鶴 田 淳 人 戸塚綾瀬 120 １位 桑 原 優 桜 前川東 81

２位 澤 田 唯 衣 原 町 81 ２位 戸 澤 琴 祢 前川東 72

伊 藤 佑 真 戸塚北 63

吉 田 逞 青木北 63

１位 浅 倉 希 依 良 戸塚綾瀬 32 １位 五 十 畑 佑 一 戸塚北 101

２位 熊 谷 萌 花 辻 25 ２位 伊　藤　佑　真 戸塚北 70

３位 遠 山 晴 臣 原 町 12 ３位 名 倉 里 奈 戸塚北 62

１位 小 林 颯 太 戸塚綾瀬 32 １位 佐 藤 駆 芝 43

２位 石 井 舷 斗 戸塚綾瀬 25 ２位 野 口 ひ な の 前川東 25

長 田 雄 暉 青木北 18

桑 原 優 乃 前川東 18

１位 千 葉 咲 羽 音 幸 町 187 １位 遠 山 結 仁 舟 戸 182

２位 山 口 由 夏 幸 町 120 ２位 井 上 悠 真 木曽呂 154

３位 北 山 莉 司 飯 塚 118 ３位 小 池 宗 毅 南鳩ヶ谷 149

１位 河 村 瑛 太 戸塚南 375 １位 藤 原 朋 信 青木中央 528

２位 古 田 一 馬 戸塚南 310 ２位 本 山 千 尋 柳 崎 411

３位 落 合 晴 新郷南 306 ３位 松 本 季 子 木曽呂 405

１位 河 村 瑛 太 戸塚南 219 １位 中 村 優 花 舟 戸 133

２位 笠 原 彩 希 戸塚南 210 ２位 藤 原 朋 信 青木中央 113

３位 小 宮 山 尚 護 新郷南 134 ３位 半 田 一 真 根 岸 93

１位 田 中 綾 芝 西 316 １位 林 風 羽 香 根 岸 316

２位 千 葉 和 将 新郷南 172 ２位 玉 城 快 琉 根 岸 223

３位 小 林 柊 斗 新郷南 148 ３位 浅 井 遼 祐 根 岸 220

１位 大 内 彩 喜 飯 塚 95 １位 関 川 莉 央 上青木 85

２位 柏 原 希 美 戸塚南 86 高 梨 鷹 助 根 岸 73

３位 山 野 蒼 空 新郷南 71 櫻 井 七 彩 安 行 73

１位 榎 本 想 戸塚南 68 １位 玉 城 快 琉 根 岸 114

２位 河 本 千 鶴 芝 西 62 ２位 門 谷 樹 美 根 岸 103

３位 陳 安 欣 芝富士 52 ３位 石川ジョナス啓樹 木曽呂 97

１位 大 内 彩 喜 飯 塚 52 １位 黒 﨑 万 鈴 根 岸 102

２位 佐 藤 陽 太 里 42 ２位 関 川 莉 央 上青木 78

３位 猪 股 愛 生 新郷南 23 ３位 宮 﨑 将 真 根 岸 57

１位 山 野 蒼 空 新郷南 25 １位 渡 邊 凪 輝 青木中央 14

２位 池 本 麻 衣 前 川 19 ２位 加 藤 美 桜 根 岸 5

竹 田 歌 詠 上青木 1

星 野 楓 奈 上青木 1

上 野 颯 斗 青木中央 1

宮 森 玲 欧 那 慈 林 1

※氏名掲載を望まない児童については、学校名、記録のみの掲載としております。

３位 米 澤 穣

1
二 重 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

5
後 ろ 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

7
交 差 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

6
あ や 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

2

３位 藤 沼 蓮 治 戸塚綾瀬

Ａ

ブ

ロ

ッ

ク

３位 瀬 能 舞 原 町

第８０回川口市少年少女ふれあいなわとび大会（チャレンジ大会）結果

小学校名 小学校名

期日 : 令和４年１１月２２日(火)　　　

会場 : 各小学校　　

4
二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

5
後 ろ 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

6
あ や 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

1
二 重 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

2
あ や と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

3
交 差 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

３位

３位17

２位

２位

Ｃ

ブ

ロ

ッ

ク

74

交 差 二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

三重とび
(4･5･6年生)

8

Ｄ

ブ

ロ

ッ

ク

３位

7

あ や と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

3
交 差 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

4
二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

幸 町 17

Ｂ

ブ

ロ

ッ

ク

8
三重とび

(4･5･6年生)

-5-



No 種 目 ブロック 順位 氏 名 記録 ブロック 順位 氏 名 記録

１位 小 林 空 夢 朝日東 179 １位 戸 塚 70

２位 荒 木 優 成 戸塚綾瀬 48 ２位 荻 原 遥 真 戸 塚 54

３位 池 田 圭 太 元 郷 20 ３位 駒 崎 蘭 戸 塚 45

１位 池　田　圭　太 元　郷 16 １位

２位 河　内　颯　心 朝日東 7 ２位

３位 江　幡　健　治 朝日東 4 ３位

１位 小 林 空 夢 朝日東 100 １位 荻 原 遥 真 戸 塚 12

２位 ２位

３位 ３位

１位 近 藤 葵 芝樋ノ爪 193 １位 戸 丸 偉 煌 戸塚北 46

２位 小 林 歩 輝 朝日東 120 ２位 塩 澤 楓 戸 塚 35

３位 荘 司 遥 生 元 郷 81 ３位 上 田 璃 來 戸塚北 20

１位 竹 内 海 翔 原 町 109 １位 大 谷 楓 雅 戸 塚 5

２位 五 十 嵐 祥 太 戸塚綾瀬 32 ２位 山 野 井 優 杜 桜 町 3

３位 沼 田 健 勇 郎 芝樋ノ爪 20 ３位

１位 近 藤 葵 芝樋ノ爪 94 １位 戸 丸 偉 煌 戸塚北 31

２位 藤 沼 駿 太 戸塚綾瀬 54 ２位 塩 澤 楓 戸 塚 19

３位 小 林 翔 吾 朝日東 40 ３位 太 田 カ ン ナ 桜 町 16

１位 幸 町 21 １位 寺 田 来 晃 中 居 54

２位 大 澤 柊 太 新郷南 4 ２位 野 尻 竜 生 木曽呂 42

２位 髙 橋 慎 一 芝富士 4 ３位 そ 川 沙 羅 中 居 14

１位 鈴 木 ち ひ ろ 芝富士 1 １位 伊 藤 涼 空 柳 崎 3

２位 藤 河 結 愛 柳 崎 1

３位 長 島 之 乃 柳 崎 1

１位 大 澤 柊 太 新郷南 1 １位 野 尻 竜 生 木曽呂 13

２位 ２位

３位 ３位

１位 幸 町 168 １位 中 居 68

２位 内 田 巧 斗 里 125 ２位 青 木 佑 介 上青木 57

香 川 誠 一 郎 上青木 55

野 尻 久 翔 上青木 55

１位 内 田 巧 斗 里 113 １位 中 居 58

２位 山 田 梨 紗 幸 町 57 ２位 野 尻 久 翔 上青木 38

３位 三 谷 昂 輝 新郷南 21 ３位 下 郡 大 和 上青木 36

１位 松 本 武 尊 東本郷 67 １位 青 木 佑 介 上青木 102

２位 幸 町 48 ２位 下 村 琉 翔 上青木 20

３位 菅 野 飛 雄 馬 東本郷 21 ３位 荒　谷　和　希 上青木 10

３位 三 谷 昂 輝 新郷南 40

２位

Ｃ

ブ

ロ

ッ

ク

Ａ

ブ

ロ

ッ

ク

1
あ や と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

2
交 差 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

3
二 重 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

6
二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

4
あ や と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

5
交 差 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

第８０回 川口市少年少女ふれあいなわとび大会（チャレンジ大会）結果　特別支援学級の部

小学校名 小学校名

期日 : 令和４年１１月２２日(火)　　　

会場 : 各小学校　　

※氏名掲載を望まない児童については、学校名、記録のみの掲載としております。

6
二 重 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

Ｂ

ブ

ロ

ッ

ク

Ｄ

ブ

ロ

ッ

ク

4
あ や と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

5
交 差 と び
(4 ･ 5 ･ 6 年 生 )

1
あ や と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

2
交 差 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

3
二 重 と び
(1 ･ 2 ･ 3 年 生 )

３位

-6-


